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「第１回
だいいっかい

 小 中
しょうちゅう

高生
こうせい

と最先端
さいせんたん

研究者
けんきゅうしゃ

とのふれ合
あ

いの集
つど

い」の実施
じ っ し

報告
ほ う こ く

 

 

はじめに 

 大隅
おおすみ

基礎
き そ

科学
か が く

創
そう

成
せい

財団
ざいだん

は、次
つぎ

の世代
せ だ い

を担
にな

う人材
じんざい

を育
そだ

てるために、小 中
しょうちゅう

高生
こうせい

が最先端
さいせんたん

の科学
か が く

に触
ふ

れ、科
か

学者
がくしゃ

と交 流
こうりゅう

できる場
ば

を作
つく

りたいと 考
かんが

えています。その最初
さいしょ

の機会
き か い

を

「第１回 小中高生と最先端研究者とのふれ合いの集い（以下
い か

、集い）」と名付
な づ

けて、2018

年 6 月 3 日に神奈川県
か な が わ け ん

教 育
きょういく

委員会
いいんかい

と 協 力
きょうりょく

して開
ひら

きました。 

 

 今回
こんかい

の「集い」は、小田原市
お だ わ ら し

郊外
こうがい

にある神奈川
か な が わ

県立
けんりつ

生命
せいめい

の星
ほし

・地球
ちきゅう

博物館
はくぶつかん

で開きまし

た。この博物館では、生物
せいぶつ

や岩石
がんせき

など自然
し ぜ ん

科学
か が く

に関
かん

する展示
て ん じ

、講座
こ う ざ

、観察会
かんさつかい

などが常
つね

に

行
おこな

われていますので、今回の「集い」を開く会 場
かいじょう

としてふさわしい 所
ところ

でした。 

 

 この「集い」への出席者
しゅっせきしゃ

は、小学生
しょうがくせい

19名
めい

、中学生
ちゅうがくせい

20 名、高校生
こうこうせい

3 名、小学生の保護者
ほ ご し ゃ

35 名、引率
いんそつ

教 員
きょういん

2 名、合計
ごうけい

79 名でした 

 

 今回のメイン・テーマは「生
い

き物
もの

のふしぎにせまる 〜動植物
どうしょくぶつ

はどうやって 重 力
じゅうりょく

を

感
かん

じるのだろう〜」でした。講師
こ う し

は京都
きょうと

大学
だいがく

教 授
きょうじゅ

の瀬
せ

原淳子
はらあつこ

先生
せんせい

と名古屋
な ご や

大学教授の

森田
も り た

（寺尾
て ら お

）美
み

代
よ

先生でした。 

 

１．大隅
おおすみ

良
よ し

典
のり

理事長
り じ ち ょ う

のあいさつ 

 まず財団の大隅良典理事長が「今、生命の謎
なぞ

が非常
ひじょう

な 勢
いきお

いで解
と

かれつつあります。

将 来
しょうらい

の日本
にっぽん

の未来
み ら い

を担
にな

う小中高生の皆
みな

さんに生物学
せいぶつがく

の面白
おもしろ

さを感じてもらいたいと思
おも

い、この『集い』を企画
き か く

しました」とあ

いさつしました。さらに「今日
き ょ う

のお二人
ふ た り

の

講師
こ う し

の先生は国際的
こくさいてき

にも活躍
かつやく

されている

研究者
けんきゅうしゃ

です。お 話
はなし

の後
あと

、皆さんと直 接
ちょくせつ

話したり、観察
かんさつ

を体験
たいけん

できる場
ば

も用意
よ う い

し

ましたので、楽
たの

しんでください」と優
やさ

し

く語
かた

りかけました。 
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２．瀬原淳子先生のお話 

 瀬原先生は「動物
どうぶつ

が重力を感じるしくみと反応
はんのう

 〜ヒトは宇宙
うちゅう

に長
なが

くいるとどうなる

のか〜」というテーマでお話になりました。瀬原先生はヒトが宇宙に長くいると 体
からだ

を支
ささ

え動
うご

かす筋肉
きんにく

（骨格筋
こっかくきん

）が 衰
おとろ

えることを、図
ず

や写真
しゃしん

を示
しめ

しながら分
わ

かり易
やす

く説明
せつめい

しま

した。具体的
ぐたいてき

には、骨格筋は、 力
ちから

が加
くわ

われば発達
はったつ

し、加わらなければ衰える（萎縮
いしゅく

す

る）という性質
せいしつ

を持
も

っているので、宇宙

という微小
びしょう

重力の世界
せ か い

では、ヒトは体を

支える必要
ひつよう

がないため、その分
ぶん

筋肉に力

が加わらないので、筋肉が萎縮してしま

うと説明
せつめい

されました。実際
じっさい

、瀬原先生は、

そのことを国際
こくさい

宇宙
うちゅう

ステーションの日本

実験棟
じっけんとう

「きぼう」でゼブラフィッシュと

いう実験用
よう

の小型
こ が た

の 魚
さかな

を使
つか

った実験で

見事
み ご と

に示
しめ

されました。 

 

３．森田（寺尾）先生のお話 

 森田先生は「植物が重力を感じるしくみと反応 〜植物は宇宙で育
そだ

つとどうなるのか

〜」というテーマでお話になりました。誰
だれ

でも知
し

っているように、地上
ちじょう

において重力の

方向
ほうこう

は上
うえ

から下
した

です。それを感
かん

じた植物は茎
くき

を真上
ま う え

に、根
ね

を真下
ま し た

に伸
の

ばします。ところ

が、宇宙という微小重力の環 境
かんきょう

では、重力が植物にほとんど加
くわ

わらないので、茎も根

もいろいろな方向に伸びてしまいます、と森田先生は写真
しゃしん

を示しながら説明されました。 

さらに、森田先生は植物が重力を感じるしくみについてお話しになりました。そのしく

みを調
しら

べる方法の一つとして植物の茎

が重力を感じなくなったシロイヌナズ

ナの突然
とつぜん

変
へん

異体
い た い

を使った実験を 紹
しょう

介
かい

されました。この場合、突然
とつぜん

変
へん

異
い

体
たい

と

は、ある遺伝子
い で ん し

に突然変異が 生
しょう

じたた

めに、真横
ま よ こ

にされた茎が上に向
む

かない

シロイヌナズナのことです。森田先生

は、何種類
しゅるい

もの突然変異体を使った実

 



 

験か

でい

動く

 

４．観

 ま

ある

まし

ある

ァジ

り込
こ

がブ

出
だ

さ

では小

ィー

液胞

 次

とシ

した。

シュ

わざ

様子
よ う す

 右

肉の

ら観

す。左
ひ

解説
かいせつ

 

 

 

ら、茎では

る内皮
な い ひ

細胞
さいぼう

ことが重力

観察、質問
しつもん

、科

ず、大隅理事

オートファ

た。スクリ

窒素
ち っ そ

が乏
とぼ

し

ーが引
ひ

き起
お

まれたオー

ラウン運動
うんどう

れました（

小
ちい

さ過ぎて

は見えませ

は見えてい

に、講師を

ロイヌナズ

。瀬原先生生

を小中高生

わざ研究室

を良く観察

の写真は、ゼ

様子を観察

察しようと

左 端
ひだりはし

の瀬原

しています

はその中 心
ちゅうしん

に

胞で重力を感

感受
かんじゅ

の引
ひ

き

科学おしゃべ

事長が、自身
じ し

ジックボデ

ーン上には

くなっため

起こされ、液

ートファジッ

動をしている

（残念
ざんねん

ですが

オートファ

せんが、酵母

います）。 

を務めた瀬原

ズナをそれぞ

生は、筋肉が

生に見せるた

室から運
はこ

び込
こ

察することが

ゼブラフィ

察している人

と並
なら

んでいる

原先生は観察

す。 

に存在
そんざい

する維
い

感じており、

金
がね

になって

べり 

身
し ん

のノーベル

ディーを、実

は、栄養素
えいようそ

で

めにオートフ

液胞の中
なか

に取
と

ックボディー

る様子
よ う す

が映
うつ

し

が、この写真

ジックボデ

母とその中の

原先生と森田

ぞれ参加者
さんかしゃ

に

が特殊
とくしゅ

な蛍光
けい

ために共同研

込んでくださ

ができました

ッシュの筋

人とこれか

る人たちで

察 中
ちゅう

の人に

3

維管束
いかんそく

（導
どう

その中に存

ていると話さ

ル 賞
しょう

受 賞
じゅしょう

際の生きた

で

フ

取

ー

し

真

デ

の

田先生が研究
けんき

に観察しても

光
こう

タンパク

研究者の佐藤
さ と

さいました。

た。 

管
かん

や篩
し

菅
かん

か

存在するアミ

されました。

のきっかけ

た酵母と顕微
けんびき

究室
ゅうしつ

から持
じ さ

もらい、質問

質
しつ

で光
ひか

るよ

藤
う

文
ふみ

規
のり

先生

そのお陰
かげ

で

からなる）の

ロプラスト

 

けとなった酵
こ

微鏡
きょう

を使って

持参
さ ん

されたゼ

問に丁寧
ていねい

に答

うに工夫
く ふ う

し

と一緒
いっしょ

に蛍
けい

でゼブラフィ

の外側
そとがわ

を取
と

り

トが重力によ

酵母
う ぼ

の液胞
えきほう

の

てライブで解
かい

ゼブラフィッ

答えてくださ

したゼブラフ

蛍光
いこう

実体
じったい

顕微

ィッシュの筋

り囲
かこ

ん

よって

の中に

解説
いせつ

し

ッシュ

さいま

フィッ

微鏡を

筋肉の



 

 右

ださ

って

小さ

かも

 

 

 

 森

てい

寒天培
かんてん

した。

不思議
ふ し

物が

のだ

 右

体が

説明

も観

 

 

 

 

 

 １
いち

おし

小中

よう

そし

瀬原先

の写真は、

ったゼブラ

いるボトル

いので、こ

しれません

田先生は、重

る試料
しりょう

を小

培地
んばいち

が入っ

。たった 1つ

議
ぎ

な感じが

重力を感じ

とのことで

の写真は、森

入っている

していると

察に加わっ

時間
ちじかん

におよ

ゃべり」の

高生は上の

に、とても

て最先端研

先生、森田

瀬原先生が

フィッシュ

ルです。これ

の写真では

ん。 

重力を感じ

小中高生に見

たシャーレ

つの遺伝子

しますが、

じるメカニズ

でした。 

森田先生が

るシャーレ

ころです。

ています。

ぶ「観察、

コーナーで

写真と右の

熱心に観察

研究者である

先生に熱心

が持参してく

ュの稚魚
ち ぎ ょ

が入
はい

れらの稚魚は

は見えにくい

ることがで

見せながら熱
ね

レの中に生え

の変異で、植

この原因
げんいん

遺

ズムが分かる

突然変異

を示して

大隅理事長

 

質問、科学

で、参加した

の写真が示す

察しました。

る大隅理事長

心に質問し、

4

く

入
い

は

い

きなくなっ

熱心
ねっしん

に説明さ

えており、茎

植物が重力

遺伝子のはた

る

長

学

た

す

長、

 

 

たシロイヌ

されました

茎や根の伸び

の方向を感

たらきを根気
こ ん き

ナズナの突

。突然変異

びた様子が肉
にく

感じられなく

気
き

よく調
しら

べる

突然変異体が

異体は栄養を

肉眼
くがん

でよく見

くなるのはと

ることにより

が生
は

え

を含
ふく

む

見えま

とても

り、植



 

科学

 

 閉
へい

高生

え、

努力
どりょく

まし

 

 

 

謝辞
し ゃ じ

 

 今

萩生
は ぎ う

感謝
かんしゃ

 

的なおしゃ

会
かい

のあいさ

に、疑問
ぎ も ん

に

よく観察し

をし続
つづ

けて

た。 

回の「集い

田
だ

美穂子
み ほ こ

副
ふく

いたします

べりを楽し

つで、大隅

に思ったこと

し、よく調べ

てくださいと

い」の会場と

副館長、佐藤

す。 

しみました。

隅理事長は小

とを根気よく

べて解
と

き明
あ

か

とエールを送

なった神奈

藤武
たけ

宏
ひろ

様
さま

、田
た な
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小中

く考

かす

送り

奈川県立生命

田邊
な べ

勉
つとむ

様、秋
あ

命の星・地球

秋澤
あきさわ

潔史
き よ し

様、

（文
ぶん

球博物館の平
ひ

、原 良
はらりょう

治
じ

様

文責
んせき

：財団理

平
ひら

田大二
た だ い じ

館
かん

様、折原
おりはら

貴
たか

道
み

理事 飯田
い い だ

秀
ひで

館 長
ちょう

、

道
ち

様に

秀
で

利
とし

） 


